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一
、
ま
え
が
き

　

私
の
竹
歴
が
七
十
年
に
も
な
る
と
、
思
い
出
に
残
る
箏
曲
や
地
歌

〈
註
１
〉も
数
多
く
あ
る
が
、
地
歌
「
玉
川
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ

の
曲
は
、江
戸
中
期
の
安
永
（
一
七
七
二
―
八
一
）、又
は
寛
政
（
一
七
八
九

―
一
八
〇
一
）
の
頃
に
、
上
方
京
都
で
活
躍
し
三
絃
の
名
手
と
伝
え

ら
れ
る
国
山
勾コ
オ

当ト
ウ〈
註
２
〉の
作
曲
で
、
作
詞
は
穂
積
賴タ
ノ

母モ

で
あ
る
。
此

の
曲
に
は
手テ

事ゴ
ト

と
称
す
る
楽
器
だ
け
で
演
奏
す
る
間
奏
が
入
る
が
、

こ
の
手
事
が
現
代
的
な
感
覚
の
斬
新
な
曲
調
で
、
ま
た
後
年
に
菊
岡

検ケ
ン

校ギ
ョ
ウ

と
石
川
勾
当
の
合
作
と
さ
れ
る
三
絃
の
替カ
エ

手テ
〈
註
３
〉も
作
曲
さ
れ

て
い
て
玄
人
好
み
の
曲
で
あ
る
。
こ
の
玉
川
の
歌
詞
で
あ
る
が
、
末

尾
を
「
六ム
ツ

の
玉
川
」
と
結
ん
で
い
る
様
に
、
六
つ
の
玉
川
が
詠
い
込

ま
れ
て
い
る
。
川
の
名
称
と
い
え
ど
も
固
有
名
で
あ
る
べ
き
と
思
う

が
、
こ
れ
は
如
何
し
た
も
の
か
。
特
に
畿
内
の
至
近
の
地
域
に
四
つ

の
玉
川
が
存
在
し
て
い
る
と
は
。
と
こ
ろ
で
、
箏
曲
の
組
歌
に
も
六

つ
の
玉
川
を
詠
ん
だ
三ミ
ツ

橋ハ
シ

検
校
（
一
七
三
六
登
官
）
作
曲
の
「
六ム

玉
川
」

が
あ
る
。
作
曲
者
の
活
躍
年
代
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
「
六
玉
川
」

が
地
歌
「
玉
川
」
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
推
考
さ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
先
ず
箏
曲
「
六
玉
川
」
を
分
析
し
て
歌
詞
の
成
り
立
ち

を
明
ら
か
に
し
、地
歌
「
玉
川
」
の
歌
詞
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
後
、

六
つ
の
玉
川
に
つ
い
て
、
そ
の
由
緒
・
来
歴
と
今
の
姿
を
尋
ね
た
も

の
で
あ
る
。

　
〈
註
１
〉　

三
絃
（
三
味
線
）
曲
の
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
歌
を
弾
き
歌
う
の

で
こ
の
名
が
起
こ
っ
た
。
上
方
（
京
都
）
は
地
歌
、江
戸
は
地
唄
と
書
く
。

　
〈
註
２
〉　

盲
人
で
組
織
し
た
当
道
座
の
官
位
で
、
検
校
・
別
当
・
勾
当
・
座

頭
が
あ
る
。

　
〈
註
３
〉　

原
曲
と
合
奏
出
来
る
様
に
作
曲
し
た
曲
の
こ
と
で
、
原
曲
は
本ホ

ン

手テ

と
い
う
。

宮

川

武

治

竹
号　

恭　

園

箏
曲
「
六
玉
川
」・
地
歌
「
玉
川
」
の
歌
詞
か
ら

︱︱
 

六
つ
の
玉
川
の
こ
と 

︱︱
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二
、
始
め
に
箏
曲
「
六
玉
川
」
に
つ
い
て

　

江
戸
時
代
の
初
期
、
八ヤ
ツ

橋ハ
シ

検
校
（
一
六
三
九
登
官
）
が
江
戸
に
出
て

今
に
伝
わ
る
箏
を
完
成
し
近
代
箏
曲
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
頃
の
作
品

は
、
私
達
が
よ
く
耳
に
す
る
「
六
段
の
調
」
の
様
に
歌
が
な
く
六
小

節
か
ら
な
る
「
段ダ
ン

物モ
ノ

」
と
い
う
器
楽
曲
と
、
複
数
の
歌
を
連
続
し
て

歌
い
な
が
ら
弾
奏
す
る
「
六
玉
川
」
の
様
な
「
組
歌
物
」
で
、
箏
曲

の
作
品
で
は
古
典
の
部
類
に
入
る
。

　

私
が
こ
の
箏
曲
「
六
玉
川
」
の
成
り
立
ち
を
調
べ
て
い
た
時
、
懇

意
に
し
て
い
る
方
か
ら
思
い
も
寄
ら
ぬ
『
箏
曲
大
意
抄
（
再
刊
版
）』

を
拝
借
す
る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
に
編
集
さ
れ
て
い
た
「
六
玉
川
」

の
楽
譜
を
詳
細
に
検
証
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
本
稿
を
進
め
る
上
で

大
き
な
力
に
な
っ
た
。

　

こ
の
『
箏
曲
大
意
抄
（
再
刊
版
）』
は
、
明
治
三
十
六
年
、
名
古
屋

市
中
区
新
栄
町
、
合
資
会
社
永
東
書
店
が
発
刊
し
た
も
の
で
、
Ｂ
４

版
の
和
紙
に
原
本
通
り
の
版
刷
を
し
、
こ
れ
を
背
折
り
し
て
Ｂ
５
版

に
帖
綴
し
、
表
、
裏
、
中
、
奥
、
新
曲
・
彈
変
、
奥
書
、
附
録
の
全

七
巻
か
ら
成
り
、
深
さ
十
五
糎セ
ン
チ

程
の
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
て
い
る
。

　

資
１
は
巻
末
に
添
え
ら
れ
た
編
集
者
山
田
松
黒
の
奥
書
で
、
こ
れ

を
判
読
す
る
と
次
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。

此
書
ハ
門
葉
の
外
聊
モ
他
見
あ
る
ま
じ
け
れ
は
愚
な
る
を
も
は
ば

か
ら
ず
其
人
々
撫
る
處
の
次
第
に
応
じ
て
巻
々
を
傅
ふ
一
一
書
寫

せ
し
め
む
事
し
げ
け
れ
ば
あ
づ
さ
に
ち
り
ば
め
て
是
を
か
く
す
猶

に
堪
能
の
先
達
に
た
よ
り

て
あ
し
き
を
削
リ
好
を
補

て
萬
年
箏
曲
の
地
譜
う
し

な
は
さ
し
め
む
の
た
め
に

こ
ゝ
に
つ
た
な
き
ふ
で
を

落
し
侍
る
も
の
也

安
永
八
巳
亥
六
月
七
日

（
一
七
七
九
）
山
田　

松
黒

　

こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
口

伝
や
書
き
寫
し
に
よ
る
教
習

法
を
改
め
て
、
正
し
い
楽
譜

を
編
纂
し
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。〈
註
４
〉

　

こ
の
『
箏
曲
大
意
抄
』

に
は
段
物
七
曲
、
組
歌
物

三
十
三
曲
等
が
収
め
ら
れ
、

そ
の
作
曲
者
も
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
組
歌
曲
の
歌
詞
の
多
く
は
、

源
氏
物
語
・
伊
勢
物
語
・
勅
撰
和
歌
集
を
原
典
に
し
た
こ
と
が
楽
譜

の
上
枠
外
に
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、
作
詞
者
名
は
全
く
記
録
さ

れ
て
い
な
い
。

　

次
は
『
箏
曲
大
意
抄
巻
五
』
に
編
集
さ
れ
て
い
る
箏
曲
「
六
玉
川
」

の
歌
詞
と
原
典
と
す
る
和
歌
で
、
こ
の
和
歌
を
『
勅
撰
和
歌
集
』
及

び
『
類
字
名
所
和
歌
集
』〈
註
５
〉
と
照
合
し
て
歌
番
号
を
示
し
た
。

資１
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箏
曲　

六
玉
川　
　

作
詞
者
不
詳　
　

三
橋
検
校
作
曲

㈠　

井
出
の
玉
川

　

歌
詞　

い
は
で
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
い
ろ
を
八
重
に
し
も　

う
つ
し

そ
む
て
ふ
つ
れ
な
さ
に　

春
の
つ
き
げ
の
こ
ま
と
め
て　

い
ざ

み
づ
か
は
ん
や
ま
ぶ
き

　

原
典　

山
城
の
名
所　

藤
原
俊
成

　
　

駒
と
め
て
な
を
水
か
は
ん
や
ま
ぶ
き
の

　
　
　

花
の
露
そ
ふ
井
手
の
玉
河

新
古
今
集（
一
五
九
春
歌
）、類
字
名
所（
四
四
二
一・井
出
の
玉
川
、一
番
歌
）

㈡　

野
路
の
玉
川

　

歌
詞　

を
の
が
あ
き
と
や
さ
ほ
し
か
の　

し
が
ら
む
は
な
の
す
り

こ
ろ
も　

う
つ
ろ
ふ
な
み
も
む
ら
さ
き
に　

み
だ
れ
そ
め
に
し

し
ら
つ
ゆ

　

原
典　

近
江
の
名
所　
　

源　

俊
頼

　
　

あ
す
も
来
む
野
路
の
玉
川
萩
越
え
て

　
　
　

い
ろ
な
る
波
に
月
や
ど
り
け
り

千
載
集
（
二
八
一
秋
歌
）、
類
字
名
所
（
三
一
七
二
・
野
路
の
玉
川
、

一
番
歌
）

㈢　

攝
津
の
玉
川

　

歌
詞　

か
は
ど
に
つ
た
ふ
ま
つ
か
ぜ
の　

を
と
だ
に
あ
き
は
さ
び

し
き
に　

こ
ろ
も
う
つ
ぎ
の
か
き
も
あ
れ
て　

き
ぬ
た
も
い

と
ゞ
い
そ
ぐ
な
る

　

原
典　

攝
津
の
名
所　
　

相
模

　
　

見
わ
た
せ
ば
波
の
し
が
ら
み
か
け
て
け
り

　
　
　

卯
の
花
咲
け
る
玉
川
の
里

後
拾
遺
集（
一
七
五
夏
歌
）、類
字
名
所（
三
〇
八
八・攝
津
の
玉
川
、一
番
歌
）

㈣　

武
蔵
の
玉
川

　

歌
詞　

き
の
ふ
の
そ
で
も
ほ
し
や
ら
で　

ま
だ
き
ぬ
れ
そ
ふ
あ
さ

つ
ゆ
に　

な
み
も
ひ
か
り
を
う
ち
よ
せ
て　

さ
ら
す
や
し
づ
が

て
づ
く
り

　

原
典　

武
蔵
の
名
所　
　

よ
み
人
し
ら
ず

　
　

玉
河
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
〳
〵
に

　
　
　

昔
の
人
の
恋
し
き
や
な
ぞ

　
　

拾
遺
集
（
八
六
〇
）、
類
字
名
所
（
三
一
六
一
・
武
蔵
の
玉
川
、
一
首
）

㈤　

野
田
の
玉
川

　

歌
詞　

し
お
か
ぜ
こ
し
て
よ
も
す
が
ら　

つ
き
も
み
が
け
る
か
わ

な
み
に　

く
だ
け
て
も
の
を
お
も
ひ
ね
の　

ゆ
め
を
さ
そ
ひ
て

な
く
ち
ど
り

　

原
典　

陸み
ち
の
く奥

の
名
所　
　

能
因

　
　

ゆ
ふ
さ
れ
ば
潮
風
越
し
て
み
ち
の
く
の

　
　
　

野
田
の
玉
河
ち
ど
り
な
く
な
り

　
　

新
古
今
集
（
六
四
三
冬
歌
）、
類
字
名
所
（
三
二
〇
一
・
野
田
の
玉
川
、

一
番
歌
）

㈥　

高
野
の
玉
川

　

歌
詞　

と
か
へ
る
た
か
の
や
ま
ふ
か
み　

し
か
は
あ
ら
し
の
こ
が

ら
し
に　

な
が
る
る
み
づ
の
な
の
み
し
て　

こ
ほ
り
も
む
す
ぶ
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ば
か
り
な
り

　

原
典　

紀
伊
の
名
所　
　

弘
法
大
師

　
　

わ
す
れ
て
も
く
み
や
し
つ
ら
ん
旅
人
の

　
　
　

た
か
の
ゝ
お
く
の
玉
川
の
水

　
　

風
雅
集
（
一
七
八
八
）、
類
字
名
所
（
三
三
七
七
・
高
野
の
玉
川
、
一
首
）

　

こ
の
様
に
、「
六
玉
川
」
の
六
つ
の
歌
詞
は
原
典
和
歌
に
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
五
十
字
前
後
に
ま
と
め
た
文
学
的
な
作
詞
で
あ
る
。

　
〈
註
４
〉　

山
田
松
黒
（
晴
眼
者
）
は
、
生
田
流
箏
曲
江
戸
系
の
長ハ

谷セ

富ト
ミ

検
校

の
門
下
で
、
そ
の
弟
子
に
山
田
流
箏
曲
の
祖
、
山
田
検
校
（
一
七
九
七

登
官
）
が
出
る
。

　
〈
註
５
〉『
類
字
名
所
和
歌
集
』
は
、
室
町
時
代
か
ら
幕
府
の
連
歌
師
を
代
々

勤
め
た
名
門
、
里
村
の
昌
琢
が
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
編
纂
し
た
。

『
古
今
集
』
に
始
ま
り
『
新
続
古
今
集
』
ま
で
の
五
百
年
間
に
亘
っ
て
撰

集
さ
れ
た
二
十
一
代
集
と
称
す
る
二
十
一
の
勅
撰
和
歌
集
か
ら
名
所
を

詠
ん
だ
和
歌
を
、
先
ず
名
所
歌
枕
を
国
別
（
配
列
順
の
根
拠
は
不
詳
、

五
十
九
の
国
別
）
に
、
次
は
名
所
歌
枕
を
い
ろ
は
順
に
、
そ
し
て
そ
の

名
所
和
歌
を
勅
撰
和
歌
集
の
編
集
年
順
に
配
列
し
て
編
纂
し
た
、
連
歌

師
な
ら
で
は
の
利
便
性
を
徹
底
し
た
名
所
和
歌
集
。

　

私
は
箏
曲
「
六
玉
川
」
の
作
詞
者
が
、
原
典
に
す
る
和
歌
を
ど
の

様
に
撰
定
し
た
の
か
、江
戸
初
期
に
出
現
し
た
『
類
字
名
所
和
歌
集
』

を
軸
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、こ
の
作
詞
者
は
、『
類
字
名
所
和
歌
集
』

に
編
集
さ
れ
て
い
る
六
つ
の
名
所
玉
川
を
採
り
あ
げ
て
、
先
ず
京
の

周
辺
の
山
域
・
近
江
・
攝
津
の
順
で
玉
川
を
詠
い
、
武
蔵
・
陸
奥
と

つ
づ
け
、
最
後
に
異
色
の
高
野
の
玉
川
と
し
た
。
そ
し
て
原
典
と
す

る
和
歌
に
つ
い
て
、
夫
々
の
国
の
玉
川
歌
が
複
数
あ
る
時
は
そ
の
一

番
歌
、
即
ち
最
も
早
く
撰
集
さ
れ
た
勅
撰
和
歌
集
の
和
歌
を
撰
び
作

詞
し
た
も
の
と
推
考
し
て
い
る
。

三
、
地
歌
「
玉
川
」
の
歌
詞
の
こ
と

　

次
は
生
田
流
箏
曲
楽
譜
か
ら
引
用
し
た
地
歌
「
玉
川
」
の
歌
詞
で
、

該
当
す
る
名
所
玉
川
の
名
称
を
、ま
た「
手
事
」が
入
る
個
所
も（　

）

で
示
し
た
。

　

山
城
の
い
で
や
見
ま
し
と
駒
停
め
て
な
ほ
水
か
は
ん
山
吹
の
花
の

露
そ
ふ
春
も
く
れ
夏
来
に
け
ら
し
見
渡
せ
ば
波
の
柵シ

ガ
ラ
ミ

か
け
て
け
り

卯
の
花
さ
け
る
津
の
国
の
里
に
月
日
を
送
る
ま
に
い
つ
し
か
秋
に

あ
ふ
み
な
る
野
路
に
は
人
の
明
日
も
こ
ん
今
を
盛
り
の
萩
越
え
て

色
な
る
波
に
宿
り
に
し
月
の
御
空
の
冬
深
み
雪
気
催
ほ
す
夕
さ
れ

ば
汐
風
越
し
て
陸
奥
の
野
田
に
千
鳥
の
声
淋
し
ゆ
か
し
名
だ
た
る

武
蔵
野
に
晒
す
晒
す
調テ

ヅ
ク
リ布

さ
ら
さ
ら
に
昔
の
人
の
恋
し
さ
も
今

将
そ
ひ
て
紀
の
国
の
其
流
れ
を
ば
忘
れ
て
も
汲
や
し
つ
ら
ん
旅
人

のハ
タ

高
野
の
奥
の
水
ま
で
も
名
に
流
れ
た
る
六
つ
の
玉
川

　

こ
の
歌
詞
を
よ
く
見
る
と
、前
記『
箏
曲
大
意
抄
』の
箏
曲
組
歌「
六

玉
川
」
の
楽
譜
の
上
枠
外
に
添
書
さ
れ
て
い
る
六
つ
の
名
所
玉
川
の

原
典
和
歌
に
、
実
に
よ
く
整
合
し
て
い
る
。
原
典
和
歌
の
文
字
を
並

べ
替
え
た
と
も
思
え
る
程
で
あ
る
。将
に
箏
曲「
六
玉
川
」と
地
歌「
玉

川
」
は
、『
類
字
名
所
和
歌
集
』
と
い
う
同
じ
屋
根
の
下
に
生
れ
た
曲

（
山
城
井
手
の
玉
川
）

（
攝
津
の
玉
川
）（

近
江
野
路
の
玉
川
）

（
紀
伊
高
野
の
玉
川
）

（
陸
奥
野
田
の
玉
川
）

（
手
事
）

（
武
蔵
の
多
摩
川
）

（
六
玉
川
）
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と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
特
に
地
歌
「
玉
川
」
の
歌
詞
は
、「
六
玉
川
」

の
原
典
和
歌
を
春
夏
秋
冬
の
季
節
順
に
四
つ
の
玉
川
を
詠
い
、
こ
の

次
に
武
蔵
の
玉
川
、
最
後
に
霊
場
高
野
の
玉
川
と
し
、
夫
々
の
玉
川

を
四
十
字
前
後
の
シ
ン
プ
ル
な
歌
詞
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

六
つ
の
玉
川
の
個
性
を
強
調
し
、
箏
曲
「
六
玉
川
」
の
二
番
煎
じ
の

謗
り
を
封
じ
て
い
る
の
は
、
作
詞
者
穂
積
頼
母
の
功
績
で
あ
ろ
う
。

四
、
六
つ
の
玉
川
を
尋
ね
て
（
箏
曲
「
六
玉
川
」
の
歌
詞
に
詠

ま
れ
た
順
に
よ
る
）

㈠　

山
城
、
井
手
の
玉
川

　

井
手
の
玉
川
は
、
資
２

（
関
西
道
路
地
図
を
引
用
、
加

筆
）
に
見
る
様
に
、
京
都

府
南
部
の
綴ツ
ヅ

喜キ

郡
井
手
町

の
南
域
に
横
た
わ
る
山
吹

山
の
裾
を
縫
っ
て
、
木
津

川
の
右
岸
に
注
ぐ
全
長
六

キ
ロ
の
細
い
流
れ
の
川
で

あ
る
。
山
吹
山
の
谷
筋
で

は
浸
蝕
を
防
ぐ
た
め
に
多

く
の
堰
が
あ
る
。資
３
は
、

谷
筋
の
出
口
、
Ⓐ
地
点
の

玉
川
で
、
こ
ゝ
を
過
ぎ
る

と
川
幅
十
五
メ
ー
ト
ル

程
の
堤
防
が
整
備
さ
れ

た
川
に
な
る
が
、
Ⓑ
地
点

の
資
４
（
井
手
町
資
料
か
ら

引
用
）
に
見
る
様
に
木
津

川
に
入
る
ま
で
一
メ
ー

ト
ル
の
堰
が
続
き
、
往

時
の
流
れ
で
は
な
い
が
、

自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
て
、
平
成
二
十
年

に
名
水
百
選
に
入
っ
て
い

る
。
こ
の
井
手
の
地
は
、

南
に
十
キ
ロ
を
距
て
ゝ
奈

良
の
平
城
京
で
、
聖
武
天

皇
（
四
十
五
代
）
天
平
十

年
（
七
三
八
）
に
、
右
大

臣
に
栄
進
し
た
橘
諸
兄
の

別
邸
が
山
吹
山
西
端
山
麓
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
遺
跡
碑
が
あ
る
。
木

津
川
沿
い
に
は
、二
十
キ
ロ
北
の
平
安
京
と
結
ぶ
奈
良
古
道
が
通
り
、

井
手
は
王
朝
人
に
よ
く
知
ら
れ
た
名
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
類

字
名
所
和
歌
集
』
の
「
井
手
」
の
部
に
は
、
井
手
の
山
吹
・
蛙
・
玉

川
を
詠
ん
だ
和
歌
が
実
に
五
十
五
首
を
数
え
、
二
十
一
代
集
の
す
べ

資 2
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て
の
勅
撰
和
歌
集
に
登
場
し
、
こ
れ
を
詠
ん
だ
王
朝
人
は
四
十
六
人

を
数
え
、
藤
原
俊
成
が
五
首
を
詠
み
際
立
っ
て
い
る
。

　

私
は
平
成
二
十
八
年
五
月
初
旬
に
こ
の
地
を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
ガ

イ
ド
宮
本
敏
雪
様
の
案
内
で
井
出
町
の
各
所
を
巡
っ
た
が
、
こ
の
年

は
山
吹
の
花
が
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
、
又
当
日
は
好
天
で
蛙
の
鳴

き
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
流
れ
る
水
は
紛
れ
も

な
く
昔
と
変
ら
ぬ
清
流
玉
川
で
あ
っ
た
。

㈡　

近
江
、
野
路
の
玉
川

　

野
路
の
玉
川
は
、
王
朝
時
代
に
琵
琶
湖
の
東
岸
、
今
の
草
津
市
野

路
町
に
あ
っ
た
清
流
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
は
次
の
様
に
諸
説
が
あ

り
、
特
定
出
来
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。（
資
５
―
国
土
地
理
院
地
図

を
引
用
、
加
筆
）

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』

は
、
牟
礼
山
附
近
か
ら

西
流
し
て
琵
琶
湖
に
注

ぐ
十
禅
寺
川
を
当
て
ゝ

い
る
。『
広
辞
苑
』
は
、

近
江
国
栗ク
リ
モ
ト太
郡
老オ
イ

上カ
ミ

村

（
草
津
市
）
野
路
を
流
れ

る
川
で
狼
川
を
当
て
ゝ

い
る
。『
大
辞
泉
』
は
、

草
津
市
野
路
町
に
あ
っ

た
小
川
と
だ
け
書
い
て
い
る
。『
古
代
地
名
大
辞
典
』
は
、
平
安
時

代
に
野
路
地
内
の
弁
天
池
近
く
に
、
清
水
が
湧
き
出
る
か
な
り
広
い

池
が
あ
り
、
旅
人
の
憩
い
の
場
所
で
、
こ
れ
を
玉
川
と
称
し
た
と
い

う
。
そ
し
て
昭
和
五
十
一
年
に
、
地
元
野
路
町
で
は
こ
れ
を
復
元
し

て
古
蹟
と
し
た
と
記
し
て
い
る
。『
当
地
の
草
津
市
』
は
、
野
路
の

玉
川
に
つ
い
て
特
定
し
て
い
な
い
。

　

な
ぜ
こ
の
様
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
私
は
次
の
様
に
推
論

し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
草
津
市
の
地
勢
は
背
後
に
山
が
迫
り
、
何
れ
の
川
も
奥

が
浅
く
、
ま
た
市
域
に
は
池
が
点
在
す
る
湧
水
豊
か
な
地
で
あ
り
、

川
も
池
も
往
時
の
姿
が
今
も
保
た
れ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。

　

第
二
に
、『
類
字
名
所
和
歌
集
』
の
近
江
玉
川
の
歌
枕
に
は
、
撰

歌
さ
れ
た
和
歌
が
僅
か
に
三
首
に
過
ぎ
な
い
こ
と
。
し
か
も
源
俊
頼

が
二
首
を
詠
み
、
も
う
一
首
は
大
宰
権
帥
（
大
宰
府
長
官
）
仲
光
が
詠

ん
で
い
る
。
こ
の
野
路
の
地
は
平
安
京
に
近
く
、
し
か
も
瀬
田
の
唐

橋
の
東
に
は
近
江
の
国
府
が
あ
り
、
東
海
道
、
東
山
道
に
繋
が
る
古

道
も
通
り
、
人
の
往
来
も
あ
っ
た
野
路
の
玉
川
で
あ
る
に
も
か
ゝ
わ

ら
ず
、
名
所
歌
枕
と
し
て
は
実
に
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
こ
の
俊
頼

は
和
歌
史
上
の
巨
人
と
称
え
ら
れ
る
人
物
で
、
勅
撰
和
歌
集
『
金
葉

集
』
の
編
者
で
も
あ
る
が
、
大
津
に
逗
留
し
て
琵
琶
湖
岸
の
秋
を
詠

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
私
は
、
俊
頼
が
こ
の
時
に
足
を
延

し
て
野
路
を
訪
ね
、
凡
人
に
は
平
凡
な
流
れ
や
萩
を
、
素
晴
ら
し
い

感
性
で
「
野
路
の
萩
の
玉
川
」
に
詠
み
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

資 5
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推
考
し
て
い
る
。
ま
た
大
宰
権

帥
仲
光
に
つ
い
て
は
、
こ
の
俊

頼
四
十
歳
の
時
、
父
の
大
納
言

源
経
信
が
大
宰
府
に
赴
任
し
た

際
に
同
行
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
時
に
俊
頼
か
ら
和
歌
の
指
導

を
受
け
、歌
枕
「
野
路
の
玉
川
」

を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

資
６
は
、
私
が
野
路
町
の
古

蹟
を
訪
ね
た
時
の
写
真
で
あ

る
。
国
道
一
号
の
南
田
山
の
信

号
か
ら
細
い
脇
道
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
池
端
に
立
つ
人
の
背

丈
程
も
あ
る
大
き
な
達
磨
石
に
「
野
路
萩
の
玉
川
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
道
路
沿
い
に
は
「
玉
川
」
の
碑
が
立
ち
、
十
メ
ー
ト
ル
程
の
広

さ
の
瓢
箪
形
の
浅
い
池
が
造
ら
れ
て
井
水
が
湧
き
出
て
い
た
。
野
路

の
玉
川
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
古
蹟
の
裏
は
湿
地
の
様
で
、

折
か
ら
の
小
雨
に
勢
い
を
得
た
の
か
、
蛙
の
声
が
か
ま
び
す
し
く
聞

え
て
い
た
。

㈢　

攝
津
の
玉
川

　

攝
津
の
玉
川
は
、
現
在
は
大
阪
府
東
北
部
の
淀
川
沿
い
に
位
置
し

て
い
る
高
槻
市
の
南
部
域
を
南
へ
流
れ
、
後
述
す
る
番
田
井
路
を
合

流
し
て
西
隣
の
茨
木
市
と
の
境
界
に
沿
っ
て
南
下
し
、
安ア

威イ

川
に
合

流
す
る
ま
で
の
川
を
指
し
て
い
る
が
（
資
７
―
国
土
地
理
院
地
図
を
引

用
、
加
筆
）、
王
朝
時
代
に
名
所
歌
枕
に
な
っ
た
攝
津
の
玉
川
（
津
の

国
の
玉
川
と
も
い
う
）
は
、
こ
の
玉
川
と
は
姿
の
違
っ
た
川
で
あ
っ
た
。

　

高
槻
市
史
に
よ
る
と
、
往
時
の
玉
川
は
、
檜
尾
川
（
芥
川
の
東
二
キ

ロ
の
地
を
流
れ
る
）・
芥
川
の
水
を
合
流
し
て
淀
川
と
並
行
し
て
流
れ

る
流
量
の
多
い
暴
れ
川
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
故
に
、
元
禄
時
代

に
高
槻
藩
が
淀
川
右
岸
の
流
水
系
統
を
根
本
的
に
変
え
る
大
工
事
を

行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
檜
尾
川
・
芥
川
を
淀
川
に
直
結

し
、
新
た
に
番
田
井
路
を
設
け
て
玉
川
に
結
び
、
同
時
に
玉
川
と
安

威
川
を
拡
幅
し
て
堤
防
を
整
備
し
た
。
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資
８
（
高
槻
市
資
料
引
用
）

は
高
槻
市
玉
川
二
丁
目
地
内

の
玉
川
右
岸
Ⓑ
地
点
か
ら
南

方
を
眺
め
た
静
か
な
流
れ
の

今
の
玉
川
で
あ
る
。
〇
・
五

キ
ロ
上
流
の
番
田
井
路
と
の

合
流
点
に
玉
川
橋
が
あ
る

が
、
そ
の
橋
の
袂
に
は
、
枕

石
に
玉
川
の
由
緒
を
詳
述
し

た
表
札
が
立
っ
て
い
る
。
こ
の
玉
川
橋
か
ら
南
の
左
岸
堤
防
は
桜
並

木
の
遊
歩
道
に
な
っ
て
い
て
、
樹
間
に
は
卯ウ
ツ

木ギ

（
空ウ

ツ

木ギ

）
が
植
え
ら

れ
て
い
て
、
私
が
訪
れ
た
五

月
初
旬
は
満
開
で
あ
っ
た
。

　

資
９
は『
攝
津
名
所
図
會
』

に
画
か
れ
た
玉
川
で
、
資
７

の
三
島
江
Ⓐ
地
点
か
ら
西
方

向
を
展
望
し
て
画
い
た
様
に

思
わ
れ
る
が
、
田
圃
の
中
を

屈
折
し
て
流
れ
て
い
る
玉

川
、
点
在
す
る
集
落
、
そ
し

て
安
威
川
と
思
わ
れ
る
川
、

街
道
を
行
く
旅
人
の
姿
が
画

か
れ
て
い
て
、
元
禄
の
大
工

事
以
前
の
「
玉
川
の
里
」
が
読
み
と
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
に
は
、「
攝
津
の
玉
川
」
を
歌
枕
と
し
て

十
五
首
、「
三
島
江
の
玉
江
」
が
十
一
首
撰
集
さ
れ
て
い
る
。
玉
川

の
北
東
十
キ
ロ
の
淀
川
沿
い
の
地
は
、
山
城
の
国
の
国
府
が
置
か
れ

た
山
崎
で
、
そ
の
東
は
桂
川
・
瀬
田
川
・
木
津
川
が
合
流
し
て
淀
川

に
な
る
所
で
、
こ
ゝ
に
淀
川
水
運
の
要
衝
、
淀
津
が
あ
っ
た
。
玉
川

や
三
島
江
の
周
辺
は
資
７
の
地
図
か
ら
も
判
る
様
に
、
棋
盤
の
目
の

様
に
整
然
と
し
た
条
里
遺
構
が
今
も
街
の
区
画
に
見
ら
れ
、
古
代
以

来
、豊
か
に
拓
か
れ
た
農
村
地
帯
で
あ
っ
て
、点
在
す
る
集
落
の
「
卯

の
花
の
垣
根
」
が
「
玉
川
の
里
」
と
い
う
歌
枕
と
結
び
つ
い
て
、
多

く
の
王
朝
人
に
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

㈣　

武
蔵
の
多
摩
川
（
玉
川
）

　

多
摩
川
は
、
秩
父
山
地
に
源
を
発
し
て
山
梨
県
の
北
辺
を
東
に
流

れ
、
東
京
都
域
に
入
っ
て
奥
多
摩
湖
を
経
由
し
、
神
奈
川
県
と
の
境

界
を
東
西
に
横
た
わ
る
多
摩
丘
陵
の
北
側
を
東
流
し
て
、
下
流
は
神

奈
川
県
境
に
沿
い
東
京
湾
に
注
ぐ
流
路
一
三
〇
キ
ロ
余
の
大
き
な
川

で
あ
る
。『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
に
よ
る
と
、
源
流
を
一
之
瀬
川
、

次
い
で
奥
多
摩
湖
ま
で
を
丹タ

波バ

川
、
湖
を
出
る
と
多
摩
川
と
呼
び
、

河
口
近
く
を
六
郷
川
と
い
う
。
多
摩
川
を
玉
川
と
記
す
の
は
、
歌
枕

で
六
玉
川
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

奥
多
摩
湖
か
ら
流
れ
出
た
多
摩
川
流
域
一
帯
は
武
蔵
の
国
で
、
国

府
が
今
の
府
中
市
の
辺
り
に
置
か
れ
て
い
た
。
豊
か
な
農
耕
地
で
も
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あ
り
、
こ
こ
に
大
和
朝

時
代
か
ら
屯
倉
が
設
定

さ
れ
、
当
時
、
半
島
か

ら
渡
来
し
た
多
く
の

人
々
が
入
植
し
て
、
こ

の
地
の
産
業
に
貢
献
し

て
い
る
。
歌
詞
に
詠
ま

れ
て
い
る
麻
布
や
綿
布

を
多
摩
川
で
布
晒
し
す

る
手
作
り
（
手
織
り
の

布
）
も
、
こ
の
人
達
が

伝
え
た
も
の
と
い
う
。

資
10
は
『
江
戸
名
所
図
會
』
に
画
か
れ
た
多
摩
川
（
玉
川
）
の
里
の

布
晒
し
風
景
で
あ
る
。

　
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
に
は
、「
武
蔵
野
』
を
歌
枕
に
し
た
和
歌
は

数
多
く
撰
集
さ
れ
て
い
る
が
、
多
摩
川
の
和
歌
は
、
箏
曲
「
六
玉
川
」

の
原
典
和
歌
の
一
首
だ
け
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
第
十
四
巻
武
蔵
国

歌
に
次
の
作
品
が
あ
る
。

　

多た

摩ま

河が

伯わ

尓に

左さ

良ら

須す

弓て

豆づ

久く

利り

佐さ

良ら

佐さ

良ら

尓に

　

奈な

仁に

曽ぞ

許こ

能の

児こ

乃の

己こ

許こ

太だ

可か

奈な

之し

伎き

（
三
三
七
三
）

　

平
安
初
期
、
和
歌
が
興
っ
て
間
も
な
く
、
王
朝
歌
人
に
万
葉
歌
が

見
直
さ
れ
た
時
が
あ
る
が
、
前
述
し
た
『
拾
遺
集
（
八
六
〇
）』
よ
み

人
し
ら
ず
の
和
歌
は
、
こ
の
様
な
流
れ
の
中
で
詠
ま
れ
た
こ
の
歌
の

再
生
作
品
で
は
な
い
か
と

推
考
し
て
い
る
。

㈤　

陸
奥
、
野
田
の
玉
川

　

野
田
の
玉
川
は
、
宮
城

県
塩
竈
市
南
西
域
の
大
日

向
町
か
ら
流
れ
出
て
南
下

し
、
多
賀
城
市
（
資
11
―

日
本
歴
史
地
名
大
系
か
ら
引

用
、
加
筆
）
の
中
央
域
を

流
れ
て
砂
押
川
に
注
ぐ
三

キ
ロ
に
も
満
た
ぬ
小
流
で

あ
る
。（
資
12
―
多
賀
城
市

資
料
引
用
）
こ
の
砂
押
川

は
多
賀
城
市
域
東
南
の
一

隅
か
ら
仙
台
港
に
注
い
で

い
る
。
玉
川
流
域
は
市
街

地
が
多
く
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
明
渠
化
さ
れ
た
玉
川

（
資
13
―
多
賀
城
市
資
料
引

用
）
で
あ
る
が
、
往
時
は

海
が
近
い
の
で
潮
風
が
吹
き
渡
る
自
然
豊
か
な
玉
川
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

資 10

資11資12
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こ
の
玉
川
を
世
に
出
し
た
の

は
能
因
法
師
（
九
八
八
ー
）
で
、

二
度
奥
州
行
脚
し
て
い
る
か

ら
、
こ
の
折
り
に
玉
川
を
詠
ん

だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
玉
川

の
西
方
は
奥
羽
山
脈
か
ら
派
出

し
た
松
島
丘
陵
の
先
端
部
で
、

こ
こ
に
古
代
史
に
登
場
す
る
多

賀
城
（
神
亀
一
年
（
七
二
四
）、
大

野
東
人
が
築
く
）、
そ
し
て
陸
奥

国
府
政
庁
が
所
在
し
て
い
た
こ

と
が
、
江
戸
初
期
に
多
賀
城
碑

文
（
壺
碑
―
つ
ぼ
の
い
し
ぶ
み
）
が
解
読
さ
れ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
様
に
現
在
の
多
賀
城
市
域
は
、
奈
良
時
代
か
ら
陸
奥
（
古
名
、

道
奥
）
の
枢
要
な
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
北

の
果
の
地
で
あ
り
な
が
ら
多
く
の
人
が
往
来
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
地

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
賀
城
の
周
辺
に
は
資
11
に
見
る
様
に
名

所
歌
枕
が
点
在
し
て
い
る
。
特
に
目
を
惹
く
の
は
「
末
の
松
山
」（
資

14
）
で
、『
類
字
名
所
和
歌
集
』
に
は
五
十
九
首
、
五
十
三
人
の
名

が
あ
り
、
二
十
一
代
集
に
万
遍
な
く
撰
歌
さ
れ
て
い
る
。
で
は
こ
の

小
高
い
丘
に
立
つ
二
本
の
老
松
が
、
何
故
に
王
朝
歌
人
の
的
に
な
っ

た
の
か
。
伝
え
ら
れ
る
説
は
、
貞
観
大
地
震
で
は
多
賀
城
下
ま
で
押

し
寄
せ
た
大
津
波
で
あ
っ
た
が
、「
末
の
松
山
」
を
越
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
う
。
都
に

伝
え
ら
れ
て
大
き
な
反
響

を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
し
く
こ
れ
は
、
平
成

二
十
三
年
の
東
日
本
大
震

災
の
大
津
波
に
耐
え
て
、

た
だ
一
本
だ
け
残
っ
た
陸

前
高
田
市
の
「
奇
跡
の
一
本
松
」
の
貞
観
版
で
あ
る
。

　

次
は
『
三
代
実
録
』〈
註
６
〉巻
十
六
、
清
和
天
皇
（
五
十
六
代
）
貞
観

十
一
年
（
八
六
九
）
五
月
廿
六
日
の
記
述
に
残
さ
れ
た
貞
観
大
地
震

の
記
録
で
あ
る
。

（
大
意
）
五
月
二
十
六
日
、
陸
奥
国
で
大
地
震
。
晝
の
様
に
光
が

闇
に
流
れ
走
っ
た
。
こ
の
頃
、
人
々
は
叫
び
声
を
上
げ
、
伏
し
た

ま
ま
起
き
上
れ
ず
、
家
が
倒
れ
て
圧
死
し
た
り
、
大
地
が
裂
け
て

埋
れ
死
ん
だ
。
馬
牛
は
驚
い
て
駆
け
出
し
た
り
、
飛
び
跳
ね
た
。

多
賀
城
、
国
府
政
廰
の
建
物
や
塀
の
壁
が
無
数
に
崩
れ
落
ち
た
。

周
辺
の
海
は
雷
鳴
の
様
に
高
鳴
り
、
大
き
な
波
が
起
り
、
涌
き
立 資14

資13
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ち
（
津
波
）、
陸
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
張
り
出
し
、
す
ぐ
に
多
賀
城
下

（
玉
川
流
域
に
も
）
に
達
し
た
。
海
か
ら
数
十
百
里〈
註
７
〉は
一
面

の
水
で
、
そ
の
涯ミ
ギ
ワ

が
判
ら
な
い
。
原
野
・
道
路
は
す
べ
て
海
に
な

り
、
船
に
乗
る
間
も
な
く
、
山
に
逃
げ
る
こ
と
も
出
来
ず
、
溺
死

者
千
人
許
り
、
資
財
は
殆
ん
ど
残
っ
た
も
の
が
な
い
だ
ろ
う
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細
道
紀

行
で
、
こ
の
名
所
歌
枕
、
壺
碑
・
野
田
の
玉
川
・
沖
の
石
・
末
の
松

山
を
親
し
く
尋
ね
て
い
る
。

　
〈
註
６
〉　

清
和
・
陽
成
・
光
孝
三
天
皇
、
三
十
年
間
の
史
書
。

　
〈
註
７
〉　

当
時
の
条
里
制
に
よ
る
一
里
は
六
町
（
一
町
は
約
一
〇
九
メ
ー
ト

ル
）
で
六
五
四
メ
ー
ト
ル
、
百
里
は
六
五
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
十
百
里

は
六
五
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
数
十
百
里
は
理
解
出
来
な
い
大
き

な
距
離
。
こ
れ
は
大
津
波
が
押
し
寄
せ
た
海
岸
の
範
囲
を
指
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

㈥　

紀
伊
、
高
野
の
玉
川

　

高
野
の
玉
川
は
、和
歌
山
県
東
北
部
の
伊
都
郡
高
野
町
の
中
央
域
、

東
に
摩
尼
山
・
楊
柳
山
、西
に
弁
天
岳
と
い
う
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
、東
西
五
キ
ロ
、南
北
三
キ
ロ
に
拡
が
る
標
高
八
百
メ
ー

ト
ル
の
盆
地
、
通
称
高
野
山
の
東
部
に
流
れ
て
い
る
流
長
二
キ
ロ
程

の
弘
法
大
師
由
縁
の
渓
流
で
あ
る
。（
資
15
―
高
野
町
水
路
図
を
引
用
、

加
筆
）

　

こ
の
高
野
山
に
は
、
真
言
宗
の
開
祖
空
海
（
諡
号
弘
法
大
師
）
が
金

剛
峯
寺
を
創
建
（
八
一
六
）
さ
れ
て
多
く
の
堂
宇
が
谷
筋
一
帯
に
点

在
し
、
そ
し
て
入
定
さ
れ
た

御
廟
の
奥
の
院
が
あ
る
。
ま

た
高
野
町
役
場
を
始
め
行
政

の
諸
施
設
や
、
小
学
校
か
ら

大
学
ま
で
、
そ
し
て
二
つ
の

団
地
も
あ
り
、
高
野
町
の
中

心
地
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
高
野
山
の
近
代

化
は
、昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

の
弘
法
大
師
千
百
年
御
遠
忌

を
契
機
に
始
ま
り
、
特
記
す

べ
き
事
業
と
し
て

◦
高
野
山
の
多
く
の
水
路

が
、
長
年
に
亘
り
下
水
道
兼

用
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
水

質
汚
染
を
一
挙
に
解
決
す
る

た
め
、
上
下
水
道
が
新
設
さ

れ
た
。

◦
西
域
の
弁
天
岳
か
ら
流
れ

出
て
、
高
野
山
の
中
央
域
を

東
に
流
れ
る
有
田
川
源
流
の

御オ

殿ド
ノ

川
、
そ
し
て
玉
川
を
始

め
と
す
る
多
く
の
渓
流
を
暗

資15

御
殿
川
・
玉
川
に
つ
い
て
、
細
線
は
明
渠
、

太
線
は
暗
渠
を
示
す
。

　
　

は
奥
之
院
参
道
を
示
す
。

資16
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渠
化
し
て
そ
の
上
を
道
路
に
し
、
ま
た
明
渠
化
し
て
急
流
に
よ
る
川

床
の
浸
蝕
を
防
ぐ
等
の
水
路
工
事
が
行
わ
れ
た
。

　

資
16
（
高
野
町
資
料
）
は
奥
の
院
の
御
廟
橋
付
近
の
玉
川
で
あ
る
が
、

川
筋
は
明
渠
、
堰
も
あ
っ
て
緩
や
か
な
流
れ
で
、
こ
の
ま
ま
南
に
下

り
、
中
の
橋
で
御
殿
川
に
合
流
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
弘
法
大
師
が
こ
の
玉
川
を
詠
ん
だ
『
風
雅
集
』
の
和

歌
一
七
八
七
番
に
は
次
の
詞
書
（
前
文
）
が
添
え
ら
れ
、
こ
の
玉
川
の

水
が
毒
虫
に
よ
る
汚
染
さ
れ
た
毒
水
で
あ
る
と
警
告
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
江
戸
期
以
降
、
物
議
を
醸
し
て
い
る
。

（
詞
書
）
高
野
の
奥
の
院
へ
ま
い
る
み
ち
に
玉
川
と
い
ふ
川
の
み

な
か
み
に
毒
虫
の
お
ほ
か
り
け
れ
ば
、
こ
の
な
が
れ
を
の
む
ま
じ

き
よ
し
を
し
め
し
お
き
て
の
ち
、
よ
み
侍
り
け
る

　

ま
た
、
同
時
期
（
貞
和
五
年
、
一
三
四
九
）
に
撰
集
さ
れ
た
私
撰
集

の
『
安
撰
和
歌
集
』
第
十
九
釋
教
歌
三
七
六
番
に
あ
る
弘
法
大
師
の

和
歌
三
首
の
内
の
一
首
に
、
同
義
の
添
書
を
付
し
た
次
の
類
似
和
歌

が
あ
る
。

し
ら
す
し
て
の
み
も
や
せ
ま
し
旅
人
の
高
野
の
お
く
の
あ
し
び
き

の
水

（
添
書
）
此
歌
は
、
弘
法
大
師
、
高
野
山
に
ひ
と
つ
の
谷
を
點
じ

て
（
指
し
て
）、も
ろ
も
ろ
の
毒
虫
の
た
ぐ
ひ
を
呪
し
こ
め
給
へ
り
、

こ
の
谷
の
水
を
服
す
る
人
、
か
な
ら
ず
害
あ
る
ゆ
ゑ
に
、
大
師
よ

ま
せ
給
へ
る
御
歌
と
な
ん
。

　

こ
の
高
野
の
玉
川
の
和
歌
、
そ
し
て
毒
水
説
に
つ
い
て
、
江
戸
期

に
、
理
路
整
然
と
論
説
を
展
開
し
て
い
る
の
は
上
田
秋
成
（
一
七
三
四

―
一
八
〇
九
）
で
、
自
著
の
怪
異
小
説
集
『
雨
月
物
語
』
の
佛
法
僧

の
巻
で
、
佛
法
僧
（
コ
ノ
ハ
ズ
ク
）
の
鳴
き
頻
る
夜
半
、
高
野
山
奥
の

院
の
御
廟
に
異
界
か
ら
現
わ
れ
た
貴
人
と
そ
の
一
行
、
こ
れ
は
高
野

山
に
幽
せ
ら
れ
太
閤
秀
吉
の
命
で
自
害
さ
せ
ら
れ
た
関
白
豊
臣
秀
次

（
一
五
六
八
―
一
五
九
五
）
と
、
親
交
が
あ
っ
た
従
者
の
法
師
、
連
歌
師

の
里
村
紹ジ
ョ
ウ

巴ハ

（
一
五
二
七
―
一
六
〇
三
で
）
で
、
二
人
の
問
答
形
式
の

対
話
の
中
で
論
じ
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
、

◦
弘
法
大
師
が
詠
ん
だ
和
歌
の
本
意
は
「
参
詣
人
が
諸
国
の
玉
川
と

同
様
に
、
名
高
い
高
野
の
玉
川
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
清
流
に

心
う
た
れ
、
思
わ
ず
手
に
す
く
っ
て
こ
の
水
を
飲
む
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
意
で
あ
る
の
を
、
後
に
毒
水
説
が
起
り
、
毒
水
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
と
大
師
の
歌
意
を
取
り
違
え
、
こ
の
様
な

詞
書
が
後
に
な
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。

◦
神
通
力
を
持
た
れ
た
大
師
が
、
こ
の
様
な
毒
水
の
玉
川
を
詠
ま
れ

る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
し
、
毒
水
の
玉
川
を
見
過
ご
さ
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
な
い
。

◦
こ
の
和
歌
は
、
大
師
が
在
世
し
た
平
安
初
期
の
歌
風
で
は
な
い
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

文
化
史
の
上
で
も
、
大
師
在
世
の
頃
は
和
歌
の
假
名
文
字
は
出
現

し
て
い
な
い
。
大
師
に
は
唐
詩
の
影
響
を
受
け
た
七
言
詩
や
漢
詩
が

多
く
残
さ
れ
て
い
て
、平
安
初
期
の『
経
国
集
』に
撰
集
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
折
々
に
著
し
た
願
文
・
碑
文
・
歎
徳
文
・
書
簡
を
収
集
し
た
『
性
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霊
集
』
を
見
て
も
、
格
調
の
高
い
漢
文
で
、
假
名
の
遺
稿
は
な
い
。

大
師
は
三
筆
の
一
人
で
も
あ
り
、
前
記
の
大
師
作
の
和
歌
は
明
ら
か

に
疑
わ
し
い
。
こ
の
毒
水
説
に
つ
い
て
、
貝
原
益
軒
は
玉
川
上
流
に

砒ヒ

石セ
キ

（
猛
毒
の
砒
素
を
含
有
）
が
あ
る
の
で
は
と
『
大
和
本
草
（
一
七
一
五

刊
）』
で
述
べ
て
い
る
が
、
私
は
寺
院
関
係
者
が
上
・
下
水
混
用
の

流
水
を
飲
ま
ぬ
様
に
、
大
師
の
名
を
借
り
て
作
文
・
作
歌
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
。

　

高
野
の
玉
川
に
つ
い
て
残
る
一
つ
の
論
点
は
、
高
野
町
史
の
水
路

図
（
資
15
参
照
）
に
は
奥
の
院
御
廟
橋
の
流
れ
を
玉
川
と
し
て
い
る

が
、
前
記
し
た
大
師
和
歌
の
詞
書
で
は
奥
の
院
へ
ま
い
る
道
に
と
書

か
れ
て
い
る
。
ま
た『
紀
伊
続
風
土
記
』高
野
山
之
部
奥
之
院
の「
玉

川
」
の
項
で
は
、「
一
説
に
、
一
の
橋
（
資
15
参
照
）
か
ら
奥
の
院

参
道
に
入
り
一
の
坂
よ
り
半
町
余
り
行
っ
た
地
点
（
現
在
、
玉
川
の
歌

碑
が
立
つ
）
を
、
千
手
院
渓
谷
の
體
不
動
の
辺
り
か
ら
東
に
流
れ
て

来
て
横
切
り
、
南
に
転
流
し
て
大
河
（
御
殿
川
）
に
入
る
川
」
と
記

述
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
こ
れ
に
該
当
す
る
流
れ
は
見
当
ら
ず
、
こ

の
記
述
の
川
は
幻
と
目
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
異
説
が
あ
り
、
話
題

が
尽
き
ぬ
高
野
の
玉
川
で
あ
る
。

五
、
む
す
び

　

箏
曲
「
六
玉
川
」・
地
歌
「
玉
川
」
の
歌
詞
に
登
場
し
た
六
つ
の

玉
川
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
特
に
関
西
に
あ
る
四
つ
の
玉
川
は
、
平

成
二
十
八
年
五
月
初
旬
に
二
泊
三
日
の
旅
を
し
て
、
親
し
く
探
訪
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
個
々
の
玉
川
に
は
、
夫
々
の
由
緒
が
あ
り
面
白

い
。
武
蔵
の
多
摩
川
（
玉
川
）
は
古
代
史
に
も
登
場
す
る
地
を
流
れ

る
大
河
で
あ
り
、
高
野
の
玉
川
は
高
野
山
と
い
う
霊
場
の
清
流
と
い

う
こ
と
で
、
両
者
と
も
名
所
歌
枕
で
あ
つ
て
も
作
品
が
限
ら
れ
、
玉

川
と
し
て
は
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
引
き
換
え
て
、井
手
・

攝
津
・
野
路
・
野
田
の
玉
川
は
、
文
字
通
り
名
所
歌
枕
の
中
で
生
れ
、

美
化
さ
れ
た
玉
川
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
千
年
も
の
時
を
経
た
今
に

見
る
玉
川
か
ら
は
、
往
時
を
偲
ぶ
縁
に
乏
し
い
の
が
現
実
の
姿
で
あ

る
。

追
記

　

稿
を
終
え
て
思
い
起
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
ず
多
賀
城
市
・
草
津
市
・

高
槻
市
・
井
手
町
・
高
野
町
の
教
育
委
員
会
の
資
料
の
閲
覧
、
御
提

供
を
受
け
て
の
執
筆
で
あ
っ
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
名
古

屋
市
鶴
舞
図
書
館
司
書
の
先
生
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、『
類
字
名
所
和
歌
集
』
に
辿
り
つ
け
た
こ
と
、『
箏

曲
大
意
抄
』
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
僥
倖
で
あ
っ
て
、

こ
れ
な
く
し
て
は
本
稿
を
完
結
す
る
こ
と
に
難
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
中
日
新
聞
毎
週
火
曜

日
の
文
化
欄
『
王
朝
歌
人
た
ち
―
執
筆
、小
林
一
彦
氏
』
の
記
事
で
、

私
が
読
み
始
め
た
の
は
本
稿
の
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
た
平
成
二
十
八
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年
四
月
十
二
日
の
第
二
十
九
編
か
ら
で
あ
る
が
、
毎
週
王
朝
歌
人
を

一
人
づ
つ
と
り
上
げ
て
解
説
さ
れ
て
い
て
、
和
歌
に
無
縁
の
私
に
王

朝
和
歌
の
常
識
を
ど
れ
程
教
え
て
く
れ
た
こ
と
か
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

〈
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献
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史
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古
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史
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菜　
　

朝
倉
書
房

歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典　
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作
光
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平
成
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書
院

萬
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竹
昭
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・
他　
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岩
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書
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拾
遺
和
歌
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照
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九
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岩
波
書
店

後
拾
遺
和
歌
集　
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保
田
淳
・
平
田
嘉
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九
九
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岩
波
書
店
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載
和
歌
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松
野
陽
一
・
片
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九
九
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岩
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書
店

新
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歌
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中
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・
赤
瀬
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九
九
二　
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波
書
店

風
雅
和
歌
集　
　
　
　

岩
佐
美
代
子　
　
　
　
　

二
〇
〇
四　

笠
間
書
院

安
撰
和
歌
集
（
新
編
国
歌
大
観
第
六
巻
）　
　
　
　
　
　
　
　

角
川
書
店

能
因　
　
　
　
　
　
　

高
重
久
美　
　
　
　
　
　

二
〇
一
二　

笠
間
書
院

日
本
三
大
実
録（
国
史
大
系
第
四
巻
）　　
　
　

平
成
十
七
年　

吉
川
弘
文
館

雨
月
物
語　
　
　
　
　

中
村
幸
彦
・
他　
　

昭
和
五
十
四
年　

小
学
館

經
国
集　
　
　
　
　
　

與
謝
野
寛
・
他　
　

大
正
十
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
古
典
全
集
刊
行
会

性
霊
集　
　
　
　
　
　

加
藤
精
一　
　
　
　

平
成
二
十
七
年　

角
川
文
庫

紀
伊
続
風
土
記　

第
一
巻　

高
野
山
之
部　

一
九
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会

神
明
鏡
（
上
・
下
）　

群
書
類
從
完
成
会　

昭
和
五
十
六
年　

平
文
社

益
軒
全
集　
　
　
　
　
　

益
軒
会
編　
　
　

明
治
四
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
軒
全
集
刊
行
部

紀
伊
名
所
図
会　
　
　
　

加
納
諸
平　
　
　

昭
和
四
十
五
年　

歴
史
図
書
社

高
野
山
民
俗
誌　
　
　
　

日
野
西
真
定　
　

平
成
二
年　
　
　

佼
成
出
版
社

日
本
名
所
風
俗
図
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
六
年　

角
川
書
店

国
土
地
理
院
地
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
土
地
理
院

高
槻
市
史
・
高
野
町
史
・
井
手
町
史
・
多
賀
城
市
（
歴
史
遺
産
資
料
）

（
み
や
か
わ　

た
け
じ
）


